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まえがき

この報告書は,社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会の補助金を得て､株式会

社 三筋コンサルタンツが平成4年2月14日から2月29日までの16日間,ベトナム社会

主義共和国農業開発に関する事前調査を実施し､その結果をまとめたものである｡

ベトナム国は,友好国である東欧の社会主義の崩壊､旧ソ連の混迷,泥沼化した社

会主義経済から市場経済への指向という政治･社会･経済のドラステイクな状況変化の

うねりの中で｢ドイモイ+ (刷新)路線を積極的に推進し､姪済再建と対外解放に重点

を置く施策を国の基本としている｡

中でも,国の発展の原点である農業･水利開発は国家最優先課題として位置づけら

れ､諸外国の資金導入を図っているが,特に日本への期待が大である｡日本政府の対

ベトナム援助はまだ本格的に再開されていないが､困窮する同国の人々の安定した食

糧確保は､人道上からも見逃すことの出来ないものであり,近い将来･農業･水利開発

が最優先プロジェクトとして､援助に辛が差しのべられ,実施化されることを願う

次第である｡

平成4年3月

株式会社 三蔵コンサルタンツ

取締役社長 渡辺 滋勝
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1.背 景

1.1ベトナム社会主義共和国概要

1.1.1位 置

ベトナム社会主義共和国は北緯8oから23o､東経102oから109oに囲まれ国土

面積332,000km2をもつS字形を呈した南北に1,600km広がる形状を呈し,北は

中国､西はカンボディア及びラオネ､東は太平洋に境界をみる. ｢ベ+国の

北部では紅河(Red River),南部においてはメコン河(Mekong)の下流域でそ

れぞれデルタを形成している｡

1.1.2 人口,行政

｢ベ+国は現在6,440万(1989年4月現在)の人口を抱え, 45の県で構成され

ており､三大主要自治郡市としてハノイ(Hanoi)､ハイフォン(Haipbong)､

ホーチミン(Ho CbiMinb)が存在する｡各県は7つの計画ゾーンに区分され

ており,北部で3ゾーン,南部で4ゾーンある｡ちなみにダナン(Da Nang)

の北墳がこの場合の北部と南部の境界である｡

1.1.3 気 候

｢ベ+国は一般的に冬期に乾燥する熱帯モンスーン性の気候を呈し､北部

の紅河デルタ地域では11月から4月にかけて中央アジアからのモンスーンに

より冬平均気温16oC程度を保ち若干の雨を伴う｡また､夏期は典型的な高湿多

雨の時期が続き時として台風などの災害をひき起こす｡

南部の気候は北部に比べてかなりモンスーン性気候の性質を見ることがで

きる｡年間平均気温は25-30oCと高く､年間降雨量もほとんどの地域で

1,600-2,500mmを記録する｡さらに､本気候帯では多湿の夏期モンスーン(6

月-10月)と事乞燥し若干寒い初期の冬期モンスーン(11月-2月)そして乾燥し高

温の後期の冬期モンスーン(2月-4月)の3期モンスーンに分けることができ

る｡
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中部では､南部デルタ地域よりは気温は下がり,乾期,雨期の区別はな

いo

｢ベ+国の沿岸地帯では特に北部の沿岸地帯の60%以上が台風の被害を被

り,ちなみに年間平均13件もの台風の発生をみ,死傷者を出したりするケー

スも少なくない｡

1.1.4 土地利用と水資源利用

｢ベ+国全土3,300万haの内55%Lこあたる_1,800万haが現在,生産可能地で

あり,その内訳としては農業用地が694万ba残りが森林である｡他方､生産不

可能地は一般的に高地や山である｡農業生産可能地拡大のために,土地開拓事

業が行なわれてきたが年間90,000baの拡大は､郡市の拡大(年間30,000haの割

令)により部分的には相殺している｡農業用地として410万baが土地開拓され

ようとしてし?るが､ FÅo/UNESCOの報告によるとほんの130万haのみが真

に農業適地になりうるとしている｡

｢ベ+国における水資源開発の源泉は北部の紅河と,南部のメコン河であ

る｡紅河流域では｢ペ+国仝耕地の13%,仝労働力の22%,食糧生産の18%を,

そしてメコン河流填では耕作地の38%を,同じく食糧生産の38%を労働力の

24%を有している｡

現在､紅河では乾期のかんがい用水不足の問題はなく逆に排水及び湛水制御

が深刻な問題となっている｡メコン河においても同様に排水･湛水の問題を呈

し､かつ乾期のかんがい用水確保も必要である｡

1.1.5 姪済動勢

ベトナム戟争後北､南ベトナムが統一され,計画経済のもと｢ベ+国は始

動した｡当初政府は急速な工業化と生産およびサービス業分野での国営化を進

めようとした｡同じく,土地や資本は国有となり農場も集団化,国営化と社

会主義体制の中に組み込まれていった｡

しかしながら,旧ソビエト連邦,東欧の崩壊で見られるように,社会主義

社会､計画糧済の歪みが露呈し｢ベ+国でも,それほどではないにしろ,

1980年代には経済活動の改革を余儀なくされた｡
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ベトナム共産党大会では経済自由化,中央計画別の撤廃を中心に､いわゆる

"ドイモイ(刷新)”を押し進めるため,投資機会の増加､民営化の推進,金融自

由化を重要視し､農業開発､消費財及び輸出生産物の産出高の拡大を不可欠な

課題として揚げた｡

1983年までは農業組織は集団農場化するのが主流であったが, 1983年に政

府の竣策として,個人経営農場に対し契約システムのもとに土地を配分する

ことを奨励するようになった.しかし,.経営そのものは個人にまかされてい

るにもかかわらず,集団農場は依然存在し続けている｡ 1983年以前は,家族

単位の所有として耕作地の最高5%までは認められていたが, 1986年以降この

上限が緩和され､集団及び国営農業は,家族単位で未使用の土地を分配するこ

とを奨励してきた｡

国営農場所有の耕作地は､将来的には少なくなる見通しであり､それに代

わって家族農場が将来の開発における主な基本と考えられている｡

1.2 経済における農業の役割

ベトナムは､主に水稲生産が農業経済の基本となっている｡農産物,畜

産､養殖(漁業及び加工品は含まず)は､国内総生産高の38%を占め,国家収入

の49%を占めている｡､農業従事者は,国家労働力の約62%であり､国家投資の

24.5%(1985年),総輸出の42%､加工品を含めて55%(1987年)となってい

る｡

ベトナム農業の主な生産物は食用穀物,特に米である｡農産物は農業総生産

高の約2/3を占め､中でも米がその85%を占めている｡ 1988年には食用穀物は

19百万トンであり,その中でも水稲は16.4百万トンである｡他の生産物とし

ては,メイズ､さつまいも､カッサバ､ジャガイモ,野菜等が最も重要なも

のであるo ゴムは産業用として最も重要であるが,お茶､コーヒー､ココナ

ツと砂糖きびも生産されている｡

農生産物の低産出高は､ベトナムの人口に対して､農業用地が不足してい

ることと関係している｡

増加する人口に対する食料の需要は,改善された耕作地と共にのびていっ

た｡これらの動きは1970年代後半には低迷したが､水稲耕作地面は1980年代

の前半には6.1%/年へ増加した｡ (雨期のころは2.5%しか増加しなかったが,
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それは"種子肥料革命”の恩恵を受けなかったからである｡ )

高地での食用農産物のうち,メイズだけが6.5%生産高を増加させこの"革

命”の恩恵を受けたのに対し､さつまいもやカッサバなど生産高があまりの

びなかったものは産業用農産物へ耕地をとられていった｡

食用穀物の輸入に代わって,科学肥料を輸入することにより"食料自給率''

を増やした｡

しかし,このレベルでは飼料用としての余分はなく､家畜類は主に加工品

や他の過剰生産物に頼っていたため,食肉生産の上昇率は食料生産の上昇率に

及ばなかった. Guangxi､ Guizhou､ Yunnanなどの国境に面している地域と

比J<'てみると,ベトナムにおける主な穀物消費量は中国の農村での消費量よ

り､約5%高いが､食肉と卵の消費量(およそ7kg/人/午)は中国の平均のおよそ

半分である｡

ベトナムは1980年から85年の問に,総穀物生産量において年間成長率を5%

上昇させることに成功した｡その後農業生産は天候不順によって(特に

1987年)またインフレーションを含む(1987年には自由市場での農業生産物の

穀物取引は1985年のレベルの64%に落ちた｡ )悪化していく経済危機によって

のびなやんだ｡ 1987年に食用穀物生産量は1984年のレベルにまで落ちてし

まったが､ 1988年には約1,900万トンというかつてないレベルにまで復興し

た｡それは天候の安定,十分な肥料の供給(1985年以降)及び農場に対しての

様々に改良された奨励策が反映した結果である｡

1.3 農業政策目標及び鍵となる要因

1.3.1農業政策目標

ベトナムの農業政策を考えるにあたって3つの主要な畢因が考えられる｡

一つ目は､ベトナムがもっとも貧しく人口が密集している発展途上国の中に

位置しているということである｡そして､増加していく人口に対して蚤料の

供給が追いつけない事である｡二番目に,農業イデオロギーを支配している

のは社会主義であり,それは伝統的に開発のCommand経済モデル(中央統

袷,工業化をめざし生産の手段を州管理を基盤としている経済を計画してい

る)を採用していることを意味している｡三番目として, CMEA(コメコン)
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のメンバーであるということである｡これによって過去そのメンバーから

支援を受け､その結果このブロックの国々から恩恵を受けているのである｡

これらの影響を考慮したベトナムの農業政策の公的目標は次のように要約

できる｡

(a)食料自給

(ち)農業生産の輸出から得る外貨獲得及び外国負債の返済

(c)協同組合及び国営農場の役割維持

(d)都会での消費レベルを維持しつつ農村における満足のいく収入の供給

(e)自然環境保護

食料自給の目標は､農業政策の中心となっているものである｡しかし､自

給というものは,米に関しては1人当たり300kgの生産レベル,もしくは1人

あたりの米消費量が200kgというように狭く定義されていた｡限られた耕地

において､また2%の人口増加率に対してこの最低のレベルを維持していくこ

とは政府にとってはチャレンジであると言える｡その結果, 1人当たりの食

料消費量もしくは栄養摂取量における改善策は､政府の政策の中心ではなかっ

た｡しかし,自給を維持していくための最低消費策は基本的な目標である生

活水準を上げることとは一致していないo また､輸出用の農産物を開発する

ことは､拡大する水稲生産と矛盾することが起こりえる｡

なぜならベトナムの人口密度は世界において最も高く,長期にわたる自給

においてはおもに輸入に頼らなければならないし､食料に関して,もっと集

約した耕作法への切り換えが必要だからである｡

非常に困難な食料事情であるにもかかわらず､すべての食料品及び農業生

産物の輸出は､ベトナム経済にとって外貨を得る為に最も重要である｡農産

物輸出高は近年急速に増加してきており､政府の努力はそれをさらに増加さ

せている｡

1.3.2 農業システム

ベトナムの農業システムにおいて､生産者協同組合及び国営農場が最も重

要な要素となっている｡北部における集団農場及び国営農場はすでに長い歴

史を持っているのに対し,南部では集塵主義はまだしっかりとは確立してい
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ないと考えられる｡しかし,過去集団農場の構造に基本的な変化が見られた

が,政府は未だ協同組合の組織を維持していくことが重要と考えている｡坐

産を直接管理するということは集団組織においてもはや基本的役割ではなく

なっているが､他の役割(技術的指導､サービス供給など)は今も重要と考え

られている｡個々の分野における開発の限界が国営農場と集団農場が競いあ

うという不利益さを生んでしまい､将来において農業分野の生産性を侵して

しまうかもしれない｡

農村における収入レベルを上昇させることは､生産農業分野において必要

条件である｡これは収入を再分配する方法によって､例えば税率の縮小､農

場価格援助,もしくは生産力を増すための収入増と関連し.ている様々な方法

によっておこなわれている｡

近年の農村改善はこの両方の方法と合致している｡しかし,再分配策は都会

での収入減､赤字予算の増加､増加するインフレーション､外国貿易赤字な

どを含んでいる｡

これらのTradeoffsを縮小させる策を確立させるか､増加する生産力を奨励

し拡大させていくかが政府にとってジレンマである｡最も効果的な策が､食

料自給もしくは国営農場及び協同組合への指導的役割を維持していくことと矛

盾するということである｡

1.3.3 環 境

ベトナムの環境と天然資源はすでに深刻に悪化しているきざしを見せてい

る｡山地における戟争中の枯葉作戟､無統別の伐採,低地への人口定住,未開

拓の土地へ農民たちを移動させる政策等は､深刻な土壌浸食問題を生み出して

おり,それは山地での耕作の持続性を脅かし低地水路管理の問題をも増やし

ている｡低地においては､化学肥料の使用増加が養殖と自然漁法による捕獲物

を脅かしている｡またマングローブを養殖用の他に変えてしまうことが,天

然の魚たちの住む場所をなくし､内地への台風による損害を大きく してい

る｡これらの開発はすべて今までの政府選択を反映している｡
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1.3.4 5ケ年計画

中期目標_農業政策における目標は, 5ケ年計画(1991-95年)の目標として

も揚げられている｡

1995年計画には､一人当たりの消費及び栄養供給が常に改善されていくよ

うな計画が選ばれている｡確かに､実行されたらベトナム人平均の栄養摂取

標準が急速に25%以上まで上がり, 1995年までには十分なレベルにまで達す

るであろう｡その為には,あらかじめ人口増加率が2%以下になることが必要

となってくる｡栄養摂取の改善はまた､食料生産の成長率を上まっている｡

稲生産の予測された成長率は､すでに施工されている主な濯救および千拓

計画の完成によるものであり､また今日約60kg瓜aから1995年には115kg瓜a

まで肥料の使用を増加させる計画によるものである｡

大量に肥料を投与することは輸出及び国内生産能力における新しい投資を増

やすことであり､濯概事業の時期的に適当な完成のために外国の融資が必要

となってくる｡人口成長率が目標レベルを維持しなく､収棲物の損失の著し

い減少が起こらないのなら､生産成長率は消費目標に到達するためにここに

示された保守的な計画に勝るかもしれない｡しかし海概投資がすでに計画さ

れ1995年までに成されるということは考えられなく､化学肥料及び他o).投入

物の供給を増やしていくことがおそらく現在計画されている成長率をのばし

ていく唯一の方法である｡
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2.カンニン県トラビングム､ハイニンかんがい計画

2.1計画地区概要

2.1.1カンニン県の概要

カンニン県は面積5,938sqkm､人口814,000人で,その県都はHonKaiでハ

ノイから東-151kmである｡

カ ンニン県はBinhLieu,BaChe,TrieuYen,HoanhBo,CamPha,Hal

Ninh,QuangHa,DongTrieu,YenHtlngという9つの地域からなっており､

その人口はKinh,Zao,Tay,SanZiu,SanChi,Hoa等の少数民族からなりたっ

ている｡

カンニン県は､北は中国の国境170kmに面し,南はたくさんの小島や入り

江のある200kmの海岸線を持ち,今では世界的に風光明嫡な所として知られ

ている｡

カンニン鉱山から産出される石炭は,ベトナム国内の90(‰を占め,高品質

である｡いくつかの主要な石炭採掘や加工産業が何年にも渡り行われてお

り,その中にはCuaOng石炭加工工場及びCuaOng港が含まれている.

熱帯雨林の他にカンニン県では海岸沿いに5000baの針葉樹林があり,ほと

んどの北部の県に対して原木を僕給している｡

県の平均気温は25oC､年間降水量は2,100mmである｡水産業は観光業と同

じようにかなり発達しており,地方住民の伝統的な聴業は手工芸品,特にか

きやカメの殻で作った土産品である｡

2.1.2 ハイニン郡(計画地区)の概要

ハイニン郡はカンニン県の中で最も人口密度の高い郡で､ 1991年の総人口

は34,175人である.それらの人々の多くは､ハイニンの町及びLvcLAM,

ToraCoからQuatctoaiの海岸地域に住んでいる｡残りは,山脈の小さな川に

沿ったところに住んでいる｡

ハイニン郡は､カンニン県の工業及び農業撞済の中心である｡この地域は

セラミック､陶器及び磁器などの工場を有している｡また､美しく長い海岸
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線を持つTracobeach､ QuatDongSaltareaなどの最長海岸線デルタにおける

漁業の開発､山間地域における木材製品などもある｡

農地はいまだ十分に開発されていなく特に海岸に近い土地の開発がおくれ

ている｡そこは耕作地-の潮の干満により2耕作が不可能である｡

トランビン貯水池はハイニン郡の北西を涜れている河であるValai河に計画

されている｡

集水地域の北部には､ panau,713m､ Maonnan,666m, Matha,546mのよ

うないくつかの頂があり､南部の山の高度はほぼ100mである｡

2.2 計画概要

2.2.1位置､目的等

トランビンダム､ハイニンかんがい計画地区はカンニン県の西部に位置

し､東経107o49'20”､北緯21o12'30”にある｡

その計画の目的として,

1) 5,850baの農地に村するかんがい水の供給｡

2)国内及び国際商業都市としての将来の発展を大きく期待されているMong

Cai市(現在人口2万人)及び海岸リゾートに対する欽雑用水の供給｡

3) 500kw程度の小水力発電を導入し､計画地区内に必要な2か所のかんがいポ

ンプ(180kwx2)に電力を供給する｡

2.2.2 計画内容

流域面積71km2のトランビンダムはValai河に建設され,その水は5,850ba

のかんがい地区に主に利用される｡現在｢ベ+国が考えているその計画内容

としては､以下の通りである｡
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1)フィルダム ダム長

ダム高

2)スビルウェイ 計画洪水量

計画最高洪水量

長さ

3)ペンストツク 計画流量

4)副ダム

5)貯水池

6)水路

2.2.3 事業費等

口径

ダム長

ダム高

貯水量

有効貯水量

平水位

死水位

幹線水路

支線水路長

215m

30m

187 m3/ら

273 m3/s

20m

ll m3/ら

l.8m

70m

7m

71×106m3

56×106m3

G.L 23.8m

G.L 15.Om

L=19.3km, Q=11m3/see

152km

事業費として15百万USドル,工期として5年､そのEIRRは15(‰と見積られ

ている｡その最大の効果は将来人口5万人の食料供給の改善とされており,覗

在300kg/人/年を450kg/人/年とする事を計画している｡
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3.ヌン川総合排水計画(カイタイおよびイエレン排水機場計画)

3.1計画地区概要

カイタイおよびイエレン排水機場計画を含むヌン川総合排水計画地区は

SongEongの三角平野の一部分を占めている｡この地域は107,530baの面積を

有し､ハノイ地区､ ⅡaSonBinh地区の一部分及びⅡaNamNinb県の農地を令

んでいる｡

雇概のための水利施設が建設され､根本的に地域の農業への藩概用水の供給

の問題は解決された｡しかし､洪水及び浸水をコントロールするための排水

施設もまた藩瀧施設の一環として建設されてきたが､排水施設は自然の地形に

大きく影響されるため,計画が予定より遅れている｡地域の地表レベルは

SongHong川､ SongDay川等のこの地域の近くを沈れる2つの大河の氾濫レベ

ルよりさらに低い｡このような状況で洪水は毎年起こっており､それが雨期

における農業生産を不安定にさせ,さらにこの地域の農業経済にも深く影響

を与えている｡

水利省は現在､排水計画調査に責任をもって取り組んでいる.調査の目‾的

は､ヌン川排水地区の洪水をコントロールするための排水施設の系統化であ

る｡

計画地区は広く､地形は自然の水の流れによって寸断されている｡土地の

標高は変化に富んでおり､ SongHong川とSongDay川でも違う標高を示して

いる｡

このような状況のもとに洪水及び浸水の調査が実施され,全地域にとって

排水施設は必要不可欠であることが明確となった｡

調査の結果,一連のin-fieldpumpingstation及び､ SongHong川やSong

Day川に導水するためのdrainagecollectorsのシステムがあるterminal

pumpingstationの必要性が明らかになった｡

計画は下記の4つの地域に分けて実施される｡

- 18,443haに排水設備を施すVanDinhプロジェクト

ー4,500haに排水設備を施すI)ongMyプロジェクト
1 5,300haに排水設備を施すRhaiThaiプロジェクト

ー4,472baに排水設備を施すYenLenbプロジェクト
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上記4つの地区の内, VanI)inh, DongMy地区はイタリア等の援助により､

すでに工事まで実施されているが､カイタイ(KhaiThai)及びイエレン(Yen

Lenh)地区が全くの手つかずで残されている｡

3.2 計画概要

3.2.1カイタイ排水機場計画

計画地区はハノイ市より南に30kmの所にあり､その西部を紅河が流れ,ハ

ノイへの米の供給地として重要な地区である｡排水面積は5,300ba,地区の標

高は1.7-4mで､平均2.5mである｡年間の最大降雨量は2;625mm､最小

962mm,その平均は1,680mmである｡

現在地区内には, 1,000m3/時間の能力のポンプ場が2か所あり, Luong川に

排水しているが､ 30年以上前に建設されたものであるため､その能力は30%

に落ちており､ほとんど役に立っていない｡このため,毎年全地区の25-

60%が湛水し､ 1978年には,地区の水田が全滅している｡

5,300haを対象とする本計画の単位排水量は4e/秒/haで､その水を紅河に

排水する｡

施設の概要は以下の通り｡

一計画排水量

一吸水側

一吐水側

一水頚

計画吸水位

最高水位

最低水位

計画吐水位

最高水位

最低水位

計画水鵠

最高水頭

最低水頭

22.2m3/s

1.2m

3.Om

0.9m

8.8m

9.4m

6.6m

8.6m

9.3m

5.Om

本計画の便益としては, 136kg/人/年の水稲を322kg/人/年に増やし,完

全な2期作の導入により､収量を7-10ton/ba/年とする｡
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3.2.2 イエレン排水機場計画

計画地区はハノイの南60kmに位置しており,南はChauGing川,西はDuy

Tien川､東は紅河にはさまれている｡

この地域の海抜は, MSLから1.5-3.Omで平均2.5mである｡

年間平均降水量は1,680mmで､最多降水量2625mm､最小降水量962m皿で

ある｡

この地域では2期作が導入されているが､雨期の頃は湛水がしばしば起こる

ため､収穫高は減少し生産高も不安定である｡

洪水の季節は,農地の嵩度が2.0-2.5mに対してDuyTien川の水位はMLS上

2.4-4.Omとなる｡

それ故､重力による排水は行われない｡ DuyTien川の水位が低い時にいく

つかの小ポンプ場が排水用として不定期に動いているだけである｡

4,100haを対象とする本計画の単位排水量は4e/秒/haで,

排水する｡

施設概要は以下の通り｡

一計画排水量

一吸水側

_吐水側

-水頭

計画吸水位

最高水位

最低水位

計画吐水位

最高水位

最低水位

計画水頭

最高水頭

最低水頭

16.4mりs

1.Om

3.Om

0.7m

7.7m

8.2m

4.9m

7.7m

8.3m

3.3m

その水を紅河に

本計画の便益としては, 136kg/人/年の水稲を307kg/人/年に増やし､完

全な2期作の導入により,収量を7-10ton/ba/年とする｡
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4.カント一大学農学部拡張計画

4.1 カント一大学概要

メコンデルタはメコン河の下流域に発達した広大かつ肥沃な沖積平野で,ベト

ナム国内に属する面積は400万baで全国面積の8%に当り,人口は1,200万人であ

る｡このデルタの食料生産高は全国の45%を占めておりベトナム最大の穀倉地

帯､食料基地である｡同地域の開発の展開は第4次5カ年計画の3大目標の1つ｢基

本穀物および食料の増産+の達成を支持する重要な安貞の一つである｡

しかし,現在直面している基本的問題は､難民涜出に伴う中堅技術者の不足

と､この地域における,農業技術普及および適正作物･品種研究のための施設の

不備や機材の不足である｡

カント一大学はホーチミン市より南西約160kmのメコンデルタ最大の町カン

ト-市に位置し､将来この地域での農業技術者､研究者の養成や､農業技術普及

および適正作物･品種研究の中心的役割をにない､農業発展･人的資源開発に寄与

する有力な大学である｡教育省は､本大学の農学部校舎の新築と研究教育機材の僕

与により農業教育の基礎作りを目指している｡

カント一大学農学部への技術協力は1970年3月7日に締結された二国間協定に基

づいて専門家の練達､資機材の供与､留学生､研修員の受け入れなど約4年間の協

力姪過を見た｡そして､ 1975年3月国際協力事業団によりカント一大学農学部校

舎建設計画マスタープランが作成された｡

･しかし, 1975年4月北ベトナム軍がサイゴン(現ホーチミン市)に無血入城

し､ 1976年7月南北統一となり南ベトナム政府が崩壊したため本プロジェクトが

中断された｡

現在までこの技術協力は途中､ 1986年1年間だけ再開されたが,約16年間途だ

えている｡ 1991年12月教育省大臣が､本件を対日本政府援助要請案件としてSPC

(国家計画委貞会)に申請する旨の決定を行らた｡
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カント一大学の学部機構は､農学部､教育学部,薬学部の3つの主要学部の下に

13の学科からなる｡また､ 5つの特殊センターと2つの試験ステーションがあ

る｡

詳細は(図- I)に示すo

又､カント一大学の学長以下のスタッフ構成,各学部､学科における試験研究

内容等を(囲-Ⅱ)に示すo

4.2 計画概要

執行機関であるカント一大学はメコンデルタ最大の町に位置する教育施設であ

る｡この地理的条件から大学にはメコンデルタ地域-の農業をとりまく諸問題に

将来的に村応できるよう,農業技術者､研究者の養成や人的開発がもとめられて

いる｡

カント一大学では､この状況に対応するため､農学部施設の改良や､農学部の

生徒数増加､カリキュラムの格上げ､学部の拡張や大学院生の農業技術プログラ

ムの改善､外国の技術援助を通じての高いレベルでの農協技術導入等の計画がた

てられている｡

図-Ⅱから,判るように現在の農学部の各学部の施設､機材はほとんどの施設の

老朽化が著しく､且つスペースが不足している｡この様な状況の下,可能であれ

ば農学部全ての施設,機材の援助が行われてもおかしくないが､下記の根拠によ

り優先順位をつけた｡ (衣-1,-2,-3)

この優先順位とカント一大学との協議の結果､農学部の主に農学科､畜産及び

獣医学科､食品加工･保存科のための校舎新築と研究機材を要望している｡

1.校舎

- 農学科 2,670m2

一 昔産･獣医学科 3,270m2

一 食品加工･保存料 1,990m2

-15-



合 計 7,930m2 1,800,000,000円

2.機材

a.発電機

b.研究教育機材 一式

c.教材費 一式

400,000,000円

概算合計

2,200,000,000円

本大学への機材援助は,単なる技術的,経済的援助ではなく農業技術の改良や

食糧増産を行う能力の開発を促進する教育協力すなわち人的資源の開発である｡

カント一大学の施設および機材援助がメコンデルタ総合開発などの開発戦略の一

環として実施されれば,この地域の農業技術は向上し､農業生産は飛躍的に増大

すると判断する｡また､この事業を日本政府の無償援助で実施することは,ベト

ナム政掛こ対する援助のモデルとしてアピール効果は非常に高くカント一大学も

日本の援助を熱い熱意を持って強く望んでいる｡

最後に本プロジェクトが早期に実現し成功し､ベトナム社会主義共和国をはじ

め東南アジア各地域の大学に於ける農学部教育､並びに農業技術の向上に､寄与

しアジアの食糧事情の発展に役立つよう望んでいる｡
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衣-1

Prioroty A

①第4次5カ年計画の3大目標の1つ｢農業分野での各種生産手段の開発･拡大+

の達成を指示する学科で緊急に研究､普及が必要な学科｡

②学科の活動が活発である｡

③活動の実施に多くの機材を必要とする学科｡

Prioroty B

① Prioroty Aと同じ｡

② PriorotyAと同じ又は少し落ちる｡

③活動の実施に多くの機材を必要とせず座挙が中心の学科又は施設､機材が比

較的充実している学科｡

Prioroty C

①第4次5カ年計画の3大E]標の達成との関連性が比較的薄いか緊急性が低い学

科｡
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衣-2

FacultyNa皿e PTiorityNewTm

1.FacultyofAgronomy

A①GeneticsandPlantBreadingDiv.

②CropScienceDiv. B

③SoilScienceDiv. A

④PlantPhysiologyDiv. A

6)PlantProtectionI)iv. A

⑤DeltaForestryDiv. C

2･FacultyofAnimalHusbandryandVeterinaryScience

A①GeneticsandZootechniquesI)iv.

②AnimalAnatomyandPhysiologyDiv. A

③ParasitologyandlnternalDiseasesDiv. A

④BacteriologyandEpidemiologyDiv. A

⑤AnimalNutritionandFeedsDiv. A

3･FacultyofFoodProcessingandConservation

A①FoodTechnologyDiv.

②FoodEngineeringDiv. A

oFoodProcessingDiv. A

oPostHarvestI)iv. A

4.FacultyofAquiculture(Fisheries)

C①ItchyologyDiv.

②FreshWaterAquactlltureDiv. C

③MarineAquacultureDiv. C

oMarineFishingDiv. C

oHydrobiologyDiv. C
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衣-3

FacultyName PriorityNewT/R

5.FacultyofAgriculturalEngineering

B①FarmMachineryDiv.

②ElectricityDiv. B

③BasicEngineeringDiv. B

④MachineShopandMetal1icServicingDiv. B

6.FacultyofWaterManagementandLandReclamation

A①IrrigationandDrainageI)iv.

②EngineeringGeologyDiv. A

③flydraulicsI)iv. A

④SurveyDiv. A

7.Fact11tyofAgric111turalEconomics

B①StatisticsDiv.

②AgriculturalPlanningDiv. B

③AgriculturalOrga.nizationDiv. B

①productionManagementI)iv. B

⑤accountingEconomicsDiv. B

⑥CommercialEconomicsDiv. B

8.CommonFacilities

C①ClassRoomBuilding

②Library&PrintingShop C:建物

A:機材(printingShop)

C

C

C

③Auditorium

④AdministrationOffice

⑤Cafete_γia

⑥Dormitory C

⑦StaffHousing C
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図-Ⅰカント一大学学部機構
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5.総合所見

カンニン県トランビンダム,ハイニンかんがい計画及びヌン川絵合排水計画の実

施官庁である水利省､又カント一大学農学部拡張計画の実施官庁である教育省の両省

庁とも､これらの計画に対して日本政府よりの技術,経済協力を強く希望してい

る｡

もし日本の協力システムにこれらの計画を当てはめるなら,ヌン川総合排水計画

及びカント一大学農学部拡張計画は一般無償資金協力であり､カンニン県トランビ

ンダム,ハイニンかんがい計画は開発調査による技術協力になるであろう｡

開発調査については､本計画作成に必要な基礎資料は完備しており､とくに計画地

区の1/1万の地形図がすでにあり､その計画規模からみても,すぐにでもF/Sより

開始する事ができる計画である｡

ー23-



1.調査団員

久米 孝雄

香西 献

2.調査日程

(樵)三祐コンサルタンツ

同上

久米 孝雄

2月14日(金)東京発､バンコク着

15日(土)バンコク発､ハノイ着

16日(日)予備打合せ

17日(月)水利省､大使館打合せ

18日(火)現地調査

(カイタイ､イエレン排水機場)

19日(水)現地調査(カンニン県)

20日(木) 〃 (カンニン県)

21日(金) ,,

(カンニン県)

22日(土)水利省打合せ

ホーチミンヘ移動

23日(日)資料整理

24日(月)

25日(火)

26日(水)

27日(木)

28日(金)

29日(土)

カント-へ移動

カント一大学と打合せ

カント一大学視察

ホーチミンへ移動

ホーチミン発､バンコク着

バンコク発､東京着

-24-

海外企画部 次長

業務部

香西

東京発､バンコク着

バンコク発､ホーチミン着

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左

同 左



3.関係官庁面会者

水利省

Dr. Sc. Le Van Mink

Dr. Ngo Quoc †rung

Mr. Ngusen Cone Doan

Mr. Pbam Due Cbi

Mr. Nbi Min九
･

Mr. Tran Hanh

カント一大学

Dr. Vo でong Xuan

Dr. Le The Gong

在ベトナム日本国大使館

奥平 治

I)eptlty I)irector

Department or lnternational Cooperation

Cbier Engineer

Chairman or Ebai Thai District

Chairman or Yen I｡ank District

Director or Provincial Water Resources

Service

I)eputy Director of P. W･ R. S

Vice Rector

Vice Rector

二等書記官

4.収集資料リスト

1) LEGAL WRITINGS ON FOREIGN INVESTMENT IN VIETNAM

2) STATISTICAL DATA OF THE SOCIALIST REPUBLIC OF VIETNAM

3) 10 YEARS OF SOCIO-ECONOMIC DEVE■LOPMENT IN THE LAO

PEOPLES

4) LIST OF PROJECTS

5) ECONOMY AND FINACE OF VIETNAM (1986-1990)

6) VIETNAM GUIDE BOOR

7) MAlN TECHNICAL AND ECONOMIC FEATURES OF TRANG VINH

RE SERVOIR

8) SONG NHUE DRAINAGE PROJECT MAⅡN REPORT
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9) FEASIBILITY STUDY TRANG VINH RESERVOIR AND RAINING

WATER RESOURCES SYSTEM IN QUANGNING PROVINCE

10) DEVELOPMENT REPORT ANI) MASTERPLAN FOR FACULTY OF

AGRICULTURE CAN-THO UNIVERSITY IN VIETNAM
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l. カンニン県トランビングム､ハイニンかんがい計画

A_

I:!'%>
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トランビングム予定地､ダム粘
上の左岸より右岸をのぞむ｡

上東部の受益地

受益他の中心地のモンカイ市
紘,中国との貿易でにぎわっ

ている｡



2. ヌン川投合排水計画(力イタイおよぴイエレン排水戦境計画)

あ
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準≡
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* ?

′＼
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紅河の堤防上よりカイタイ排
水捜堵の予定地の水田をのぞ
&.

この幹線排水路の末端に排水
鎖堀が建殺される｡

受益他の一部



3. カント一大宇島学灘拡垂計画

I:i

三≧j
カント一大苧のキャンパス

印
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農学部拡毛計画予定地

実戦老兵及び実習見景
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